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第一章  研究の社会的・理論的背景 

１．社会的背景と本研究のねらい 

 雇用環境が厳しい中、様々な心理的ストレス要因、求められるものの水準の高さ・

量の多さ、自らの能力への不安など、若年就労者の乗り越えなければならない困難

は多い。本研究では、20歳代～30歳代の若年就労者がストレスを乗り越え、その人

らしい「よい状態」であり続けるためのモデルを明らかにする。特に、ストレスを

乗り越えようとする意欲の元となる認知的要因について明らかにし、支援につなげ

ていくことをねらいとする。 

 

２．先行研究 

 Lazarusら(1984)の心理的ストレスモデル、Dohrenwend(1978)の心理社会的スト

レスモデル、Ryff(1989)の心理的 well-being、Deci & Ryan(2002)の自己決定理論、

Amabile(2009)のインナー・ワーク・ライフを主要な背景理論に、ストレスの構造・

要因に関する先行研究や、支援・動機づけ要因に関する先行研究を検討した。 

 

第二章  質的調査の実施とモデルの作成 

３．研究の目的と構成 

若年就労者が心理的ストレスを乗り越え、自分にとっての心理的 well-being実現

に向けて行動していく意欲の元となる認知的要因を探索し、質・量両面から明らか

にする。特に個人の努力や意識で獲得できるものや、周囲からの支援で変化をもた

らすことのできる心理的な要因を探索する。 

さらに、既存理論と整合性のある、質的・量的に検証された「ストレス乗り越え

モデル」として提示することを目指す。 

 

４．研究１：インタビューによる要因抽出とモデル作成 

 就労経験の長い満 60歳以上の男性へ半構造化面接を実施した。語られた内容から、

面接の流れや対象者の普段の行動をよく表しているキーワードを抽出し、分類した

(表 1)。また、｢周囲との関係の中での自己への気づき｣によって意欲が高まり、行動

が生起し、心理的 well-beingにつながっていくというモデル案を作成した。 

【表 1：予備調査面接で得られた乗り越え要因のキーワード】 

大区分 小区分 

周囲との関係の中での自己への気づき 自分自身が大切に思うことへの気づき 

周囲の人や世界とのつながりへの気づき 
 

乗り越え行動 思考の柔軟化 

 努力・気晴らし行動 

 周囲への働きかけ/受け入れ 

 

第三章 質的調査結果の量的検証 

５．研究２：統計的分析による研究１のモデルの検証 

 研究１をもとに心理尺度を用いて質問紙調査を行い、重回帰分析にて関係を検証

した。実施時期は 2013年 1月～3月、対象者は 20～30歳代の就労者 128名である。 
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 ｢周囲との関係の中での自己への気づき｣と｢乗り越え意欲｣には因果関係があった

が、｢意欲｣と｢乗り越え行動｣には因果関係がほぼなかった。そのため｢行動｣｢意欲」

｢心理的well-being｣の関係を探索的に再検証し、結果、｢意欲｣と｢心理的well-being｣、

｢心理的 well-being｣と｢行動｣にそれぞれ因果関係があることがわかった。 

 

第四章 まとめと考察 

６．研究３：研究１・２のまとめとモデルの再作成 

研究１・２の結果を元に挫折経験乗り越えモデルを作成した(図 1)。 

 
【図 1：挫折経験乗り越えモデル】 

 日々のできごとへの認知を動機づけへとつなげていくために必要な認知的要因で

あり、また、職業人生の長期的な時間軸と成長を織り込んだ要因２つを特定すると

共に、乗り越えプロセスを明らかにできた。先行研究と整合性も問題はない。 

 

７．総合考察 

 ストレス対処のスキルを獲得するための行動の前にある気づきが特定でき、成長

過程にある若年者や、うつ病からの回復過程にある人に有効なモデルが作成できた。

今後の支援活動の一助とすることができる。 

 一方、性差による違いや時代による就労観の変化については検討しきれていない。

また、気晴らし行動、自己受容感と乗り越え意欲との関係が十分に明らかにできな

かったことも課題である。 

 

８．謝辞 
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